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「エンパワメント支援」でたくましく 
 

校長  新 井 敏 彦 
 

 本校では、今年度、幼稚部から高等部専攻科まで、４歳から２０歳までの３０人の子ども

たちが学んでいます。明治４５年に創立された本校は、今年創立１１０周年という記念すべ

き年を迎えた歴史のある学校です。一人一人の社会自立を目指した教育を、教職員一丸とな

って進めており、これまで数多くの卒業生を輩出し、それぞれ社会で活躍しています。 

 しかし、ここ数年は、卒業後３年以内に離職する人が増えているという、少し心配な状況

が続いていました。そこで、昨年度は、全校進路研修会に秋田大学の前原和明先生をお招き

し、「卒業後の職場定着に向けた支援・指導方法」というテーマでグループ協議を行い、幼

小中高舎一貫したキャリア教育について、職員で協議しました。 

 また、学校経営方針の中に「キャリア教育の充実」を掲げ、今年度の重点施策を、「『個別

の教育支援計画』に基づき、教育活動全体を通じて、系統的にキャリア教育を実践する。」

としました。具体的な取組の一つとして、「障害認識を深め、自ら問題を解決できるように

エンパワメント支援を行う。」ことを、１０年ほど続けています。本校では、このエンパワ

メント支援を、次のように捉えています。 
 

 

自らの障害を様々な角度からとらえ、必要な支援を他者に伝えるコミュニケーション

能力を身につけ、様々な課題を自ら解決していく実践力を身につけていくための支援 

 
 

 そうした中、昨年度は、離職していた卒業生の多くが再就職を果たすことができました。

希望する職種から求人があった人。雇用条件が合う仕事が見つかった人。さらには、資格を

取得し、ステップアップをめざして求人待ちをしている人もいます。頼もしい先輩たちです。

また、ある卒業生の保護者が「うちの子どもは、再就職して元気に働いています。若いうち

は、いろいろな仕事に挑戦してほしい。そして、本当に自分にあった仕事を見つけてほしい。

自分も、若い頃はそうだったから。」と話されていたことが印象に残っています。 

 また、金沢大学の武居渡先生から「合理的配慮の考え方について」学ぶ機会がありまし

た。合理的配慮は、黙っていても自動的に支援を得られるものではない。本人が支援を要

望してはじめて、どのような支援が必要かの議論が開始される。そのため、学校では、

「 自分は何ができていて何ができないのかを自分でしっかり理解していること。」「自分が

できないことについて、どのようにすればできるのかをしっかり社会に求めることができ

る。」よう指導することが大切であると話されていました。 

 この先、予測することが困難な時代になると言われています。本校の子どもたちには、卒

業後、自分から合理的配慮を要望できるように、これからもエンパワメント支援を続けるこ

とで、たくましく育ってほしいと願っています。 

 

しんろだより  
～道～ 



発行内容・お問い合わせについて 
進路指導部報「しんろだより～道～」は、保護者の皆様へ進路に関するたくさんの情報をお伝えしてい

きます。学校ホームページにも掲載しておりますので、どうぞご覧になってください。 

（ホームページＵＲＬ：http://www.kagayaki.akita-pref.ed.jp/chokaku-s/） 

他にも進路に関して知りたい情報や疑問等がございましたら、お気軽に教頭、担任、進路指導部員にお

話しください。 

＜令和４年度 進路関係行事予定＞ 
月 行事予定 月 行事予定 

4

月 

進路希望調査 
進路学習オリエンテーション（高） 
面談週間 

10 月 １日：卒業生サロン（学習発表会） 
大学入試共通テスト出願 

5

月 

14 日：卒業生サロン（運動会） 
会社見学会（高） 
職業ガイダンス（高） 

11 月  

6

月 
実習週間（高） 
求職登録（高３） 

12 月 先輩と語る会（高） 

7

月 

就職活動解禁（高３） 
実習報告会（高） 
先輩と語る会（舎） 
障害者技能競技大会・職業教育フェスティバル 

1 月 大学入試共通テスト 

8

月 
職場実習（高：個別） 2 月 

私立大学入試、国公立大学二次試験 
きらめき就職面接会② 
面談週間 

9 月 

障害者福祉事業所合同説明会 
きらめき就職面接会 
入社試験、公務員試験等 
面談週間 

3 月 
同窓会入会式 
進路希望調査配付 

※コロナウイルスの影響等で、各行事が変更になる可能性があります。変更点や詳細については、決

まり次第お知らせします。 

 

【昨年度の様子】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中学部 職場体験 

中学部１年生が職場体験を

行い、体験先の人が働く姿

を見たり、実際に仕事を体

験したりしました。 

高等部 校内実習 

高等部１年生は校内実習で

清掃業務を行いました。実

習を通して働く基礎となる

返事や報告の大切さに気付

くことができました。 

先輩と語る会 

株式会社スズキ部品秋田に就職

した先輩にオンラインで講演し

ていただきました。職場での

コミュニケーションのコツなど

も教えてくださいました。 

http://www.kagayaki.akita-pref.ed.jp/chokaku-s/

